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出典）[分析結果]：水質管理年報 圧送汚泥中の重金属等試験成績
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③ 消化汚泥分析結果 

沿岸部消化汚泥分析結果 

分析項目および単位 

分析結果 

津守下水処理場 

消化汚泥 

住之江下水処理場 

消化汚泥 

熱灼減量(600℃) ％ 65.7 59.5 

総発熱量 kJ/kg 15,200 14,500 

 Kcal/kg 3,633 3,466 

炭素 ％ 32.6 31.6 

水素 ％ 5.1 5.7 

酸素 ％ 21.62 16.51 

窒素 ％ 4.78 4.77 

燃焼性硫黄 ％ 1.87 1.91 

燃焼性塩素 ％ 0.63 0.31 

SiO2 ％ 23.79 26.57 

Al2O3 ％ 11.52 10.20 

Fe2O3 ％ 20.02 19.74 

MnO ％ 0.19 0.19 

CaO ％ 7.14 8.54 

MgO ％ 3.81 3.32 

Na2O ％ 2.97 1.62 

K2O ％ 2.05 2.05 

Cr2O3 ％ 0.06 0.06 

P2O5 ％ 21.99 20.15 

CuO ％ 0.19 0.18 

ZnO ％ 0.70 0.65 

Cl Mg/kg 110 110 

軟化点 ℃ 1,030 1,100 

融点 ℃ 1,200 1,250 

溶流点 ℃ 1,250 1,270 

参考 

 津守下水処理場 住之江下水処理場 

脱水ケーキ中の塩素 

（予測値） 
％ 0.28 0.18 
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 将来予測 

ア 汚泥量将来予測 

本予測は、平成 12 年度〜令和元年度までの過去 20 年の日平均脱水ケーキ量の実

績から将来の発生汚泥量を算出したものである。算出式を次式に示す。 

 

日平均脱水ケーキ量 Y = 802.81×X-0.202 

（ここで X=平成 12年度を 1年目とした年数） 

 

日最大脱水ケーキ量と日最小脱水ケーキ量は、令和元年度の脱水ケーキ量の日単

位の発生実績から統計処理による標準偏差（σ）を算出し、平均±2σを基準とする。 

将来の予測日最大脱水ケーキ量は、令和元年度の日最大脱水ケーキ量を起点とし、

上記に示す日平均脱水ケーキ量を算出した式と同様に推移するとして算出したもの

である。 

また、消化汚泥固形物量と消化汚泥量の将来予測は、令和元年度の日単位の発生実

績から統計処理による標準偏差（σ）を算出し、平均±2σを基準とし、上記に示す

日平均脱水ケーキ量を算出した式と同様に推移するとして算出したものである。 

以下の図に将来の脱水ケーキ量の発生実績および将来予測を、次頁の図に消化汚

泥量の発生実績及び将来予測を、次頁の表に令和元年度の実績値及び脱水ケーキ量

及び消化汚泥固形物量、消化汚泥量の予測値の詳細を示す。 

 

 


